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固定資産の時価評価
平　井　克　彦
1　収益・費用アプローチと資産・負債アプローチ
　アプローチは、その語を『観』という語で表現している論者がいるように、会計目的観を意味
する。収益・費用アプローチとか資産・負債アブn一チというのは、会計の目的を分配可能利益
の算定と見るか、投資家への情報開示と見るかという会計目的観の違いを意味するものである。
　原価主義と時価主義とどちらの評価方法が有効であるのか、それはアプローチの仕方によって
異なる。分配可能利益の算定を主目的と見れば原価主義が資産評価の原則となりうるし、情報開
示を主目的と見れば時価主義が原則となりうる。
H　金融商品の時価評価
　平成11年1月22日『金融商品に係る会計基準』が公表され、一部の金融商品について時価評価
が認められるようになった。なぜ「時価主義」によって「未実現収益」が取り上げられるように
なってきたのであろうか。それはアプローチの違いに求めるべきであろう。
一61一
　金融商品について時価評価を提案するのは、情報開示を正確に行うことを提案してのことであ
る。
　費用・収益アプローチは、時価が上昇した有価証券について、時価評価を行うことは分配可能
利益の算定という点から見て不都合であると見る。これに対して、資産・負債アプローチは、情
報開示という観点から、時価評価を行い、その結果時価上昇分を利益として認識することになる。
つまり、観方が違う。
皿　減損会計アプローチと時価会計アプローチ
　平成12年6月23日に『固定資産の会計処理に関する論点の整理』は、固定資産の減損を「伝統
的な考え方」によるもの、すなわち、収益・費用アプローチによる手続きとして捉えている。だ
が、一般的には、企業が減損処理を実施するのは「含み損益を顕在化させて貸借対照表の透明性
を高め、時価べ一スでの資産効率向上を目指す」ためと見られている。すなわち、一般的には、
減損会計は資産・負債アプローチによるものと見られている。
IV　固定資産の時価評価を提案する
　有価証券について時価評価が推奨されている。しかし，時価表示は何も有価証券だけに限る必要
はない。土地、それも固定資産としての土地についても時価評価を行うべきである。時価評価は
分配可能利益算定目的から提唱されるものではない。情報開示という観点から提唱されるもので
ある。資産・負債アプローチを採用するのであれば、収益・費用アプローチの会計日的観から訣
別すべきである。
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